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● 「自宅」が34.3%占めている。
● 次いで「居酒屋」が25.8%、「ス
ナック・バー」が16 . 6%となっ
ている。

● 「運転するつもりで飲んだ」等、飲
酒運転に対する罪の意識が希薄
であることが窺われる。

●　「警察に捕まらないと思った」等、
自分だけは大丈夫と過信する者が
多い。

車ですから！
飲みません

これくらい
大丈夫！
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運転する
つもりで
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31.9%
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つもりで
飲んだ

31.9%

飲酒運転には
気をつけていた
つもり

34.5%

飲酒運転には
気をつけていた
つもり

34.5%

つい飲んで
しまった

23.3%

つい飲んで
しまった

23.3%

その他

10.4%
その他

10.4%

飲酒運転関係法令の知識（２）飲酒運転関係法令の知識

福岡市で、一家５人が乗った車が飲酒運転の同市職員の車に追突され、３人の子ども
が死亡

平成18年８月25日

千葉県八街市で、登下校中の小学生の列に飲酒運転のトラックが突っ込み、２人が死
亡、３人が大怪我

令和３年６月28日

東京世田谷区の東名高速道路で飲酒運転のトラックが家族旅行帰りの乗用車に衝突。
女児 2人が死亡
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飲酒運転の罰則強化。
酒気帯び運転の検挙基準も0.15㎎以上に拡大

平成14年

酒気帯び運転の罰則が新設。呼気１㍑中のアルコール濃度が
0.25㎎以上の場合、懲役３ヶ月以下または罰金３万円以下

昭和45年

刑法に危険運転致死傷罪が新設平成13年

昭和62年

昭和35年

自動車運転過失致死傷罪が新設。最高で懲役７年。正常な運
転ができない状態と認定されれば、危険運転致死傷罪が適用
され最高で懲役20年

平成19年
6月

酒気帯び運転で、呼気１リットル中のアルコール濃度が
0.25㎎以上だと、違反１回で免許取り消し。ひき逃げした
場合は、運転免許を取得できない欠格期間も最大で従来の５
年から10年に延長

平成21年
６月

酒気帯び運転を懲役３年以下または罰金50万円以下。酒酔
い運転を懲役５年以下または罰金100万円以下に引き上げ。
飲酒運転をすることを承知の上で車や酒を提供した人、飲酒
運転の車の同乗者への罰則も新設。車両提供者には運転者と
同じ罰則が適用。酒類提供罪と同乗罪も最高で懲役３年以下
または罰金50万円以下

平成19年
9月

罰金の引き上げ

正常な運転ができない「酒酔い運転」に限って罰則

刑法に規定されていた危険運転致死傷罪と自動車運転過失致
死傷罪を削除し、特別法として「自動車運転死傷行為処罰
法」を新設。危険運転致死傷罪の対象拡大、飲酒や薬物の発
覚を免れるために逃走した場合の発覚免脱罪などを規定

平成26年
５月

道路交通法施行規則の一部が改正。事業所における安全運転
管理者業務が拡充され、運転者の酒気帯びの有無の確認を目
視等により行うこと及びその内容を記録して１年間保存する
ことが義務化

令和４年
４月

飲酒運転罰則強化の変遷
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仕事に車が
必要であった

20.5%

仕事に車が
必要であった
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目的地が近かったので
大丈夫と思った

10.0%

目的地が近かったので
大丈夫と思った
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思った
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なかった
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